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議会だより

平成１9年度補正予算･････････ ２
平成１８年度決算･･････････３～７
条例の改正 ･･･････････････････ ８
意見書・請願・陳情･･････････ ９

質疑・答弁から･････････１０～１１
一般質問････････････････１２～１５
特集「後期高齢者医療制度」･･ １３
議会に望むこと・編集後記････１６

おいしいえだまめ
いかがですか。

私たちが作った
えだまめですよ。

（表紙の紹介は、16ページに記載）



　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

を
は
じ
め
、
課
室
設
置
条
例
の
改
正
、
９
月
議

会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
た
決
算
な
ど
29
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
会
計
の
補
正
予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
特
別
会
計

○
水
道
事
業
会
計

○
病
院
事
業
会
計

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

補正の主なもの

歳入（収入）
財政調整基金繰入金追加

１億６,２２４万円
町債追加 ２,８３０万円
国庫支出金減額 △１,２０８万円
県支出金減額 △２１７万円

歳出（支出）
病院事業繰出金追加 １億６７２万円
保育所運営費追加 １,７３８万円
介護老人保健事業繰出金追加 １,０９１万円
水道事業繰出金追加 ５７８万円
農村女性チャレンジ支援事業補助金

２７４万円

農
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で
、
イ
チ
ジ
ク
の

ハ
ウ
ス
栽
培
に
取
り
組
む
白
石
清
美
さ
ん
（
上
木
月
）
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そ
の
他
の
予
算

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

本
補
正
予
算
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
う
町
職
員
の
給
与
・
勤
勉
手

当
の
改
定
、
農
村
女
性
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
事
業
補
助
金
、
保
育
所
運

営
費
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設

費
、
並
び
に
病
院
事
業
、
水
道
事

業
及
び
介
護
老
人
保
健
事
業
へ
の

繰
出
金
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
財
源
と
し
て
、
現
時
点

で
確
定
し
て
い
る
国
・
県
支
出

金
、
基
金
繰
入
金
、
町
債
な
ど

を
あ
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
６
５
８
万
３
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
63
億
９
５
９
５
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

一
般
会
計

補 正 予 算
一般会計　　１億７６５８万円を追加

農
村
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

支
援
補
助
金

12月定例会



平
成
18
年
度
の
予
算
は
、
土

地
開
発
公
社
用
地
を
購
入
す

る
た
め
、
か
ん
が
い
揚
排
水

施
設
維
持
管
理
運
営
基
金
56

億
９
３
５
８
万
円
を
取
り
崩

し
、
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ

た
の
で
、
大
幅
な
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
を
除
く
と

町
税
の
伸
び
悩
み
や
「
三
位

一
体
の
改
革
」
に
よ
る
国
庫

補
助
負
担
金
の
一
般
財
源
化
、

地
方
交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、

全
体
で
は
昨
年
度
よ
り
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
取
り
崩

し
を
行
い
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え

る
た
め
、
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
財
政
体
質
の
健
全
化
を

は
か
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

【会計別決算状況】

会　　計　　名 歳入（ 財源 ） 歳出（使いみち） 歳出の前年度
との比較（％）

一 　 般 　 会 　 計 １２７億２,９０２万円 １２６億４,２０５万円 １８２．７

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 １８億２,９１７万円 １９億２,５９９万円 １０３．７
老人保健 ２２億５,９４０万円 ２１億９,９５５万円 ９３．３
かんがい揚排水施設維持管理運営費 ２,８４８万円 ２,２８９万円 ５８．２
住宅新築資金等 ３２８万円 ３２１万円 ５７．４
流域関連公共下水道事業 ７億８,８７７万円 ７億８,７９５万円 １０２．０
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ７３０万円 ７２９万円 １１８．５

水 道 事 業 会 計
収益的収支 ３億５,３８５万円 ３億２,４５５万円 ７８．３
資本的収支 ２,２３３万円 １億３,１５４万円 １０３．７

病 院 事 業 会 計
収益的収支 ２６億３,７１２万円 ２７億８,２８７万円 ９５．２
資本的収支 ７,０９０万円 ２億４,３７１万円 １１８．０

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 ２億８,７５８万円 ２億７,６６３万円 ９８．８
資本的収支 １,０８６万円 ３,４０１万円 ４９９．４

町が土地開発公社から購入した小牧用地
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一
般
会
計
予
算

１
２
６
億
４
２
０
５
万
円

（
17
年
度　

69
億
２
１
３
９
万
円
）

土地開発公社用地の購入など
平成１８年度決算を認定

　９月定例会で継続審査としていた各会計の決算を審議の結果、一般会計、住
宅新築資金等特別会計および国保会計は、賛成10・反対２で、その他の会計
は全員賛成で認定しました。

中央公民館

旧国際電子整備学園



平成１ ８年度

一 般 会 計 財 源
（ 歳 入 ）

財産収入
４４８万円（０.０３％）

地方譲与税
２億３,１３４万円（１.８２％）

町税の内訳
収入額 割合（％）

町 民 税 ６億２, ３３５万円 ４０．１
固定資産税 ７億８, １２２万円 ５０．２
軽自動車税 ３, ４４７万円 ２．２
町たばこ税 １億１, ７０５万円 ７．５
合 計 １５億５, ６０９万円 １００．０

県支出金とは
県が町に対して支出する資金
○農業費補助金 ７１４万円
○国民健康保険基盤安定負担金 ６, ０５４万円
○知的障害者負担金 １, ６６６万円
○同和対策事業費補助金 ９５５万円
○障害者自立支援給付費負担金 ２, １９６万円
○住宅費補助金 ９３９万円

国際支出金とは
国の施策又は地方公共団体の財政上特別の必
要がある場合に、国から交付される資金
○特定地域開発就労事業費補助金 １億３, ４８７万円
○特開事業引退者特別援助金 １億３, ３０５万円
○住宅費補助金 １億１, ０６２万円
○知的障害者保護費負担金 ３, ３３３万円
○障害者自立支援給付費負担金 ４, ３６３万円

県支出金
２億６，７４７万円（２.１０％）

分担金及び負担金
９,７５７万円（０.７７％）

繰入金
６１億５,１８５万円
（４８.３３％）

歳入決算額
１２７億２,９０２万円

（１００％）

依存財源
国や県から交
付されるお金
44億 3,318 万円
 （３４．８３％）

自主財源
町が自主的に
集めることが
できるお金

　82億 9,584 万円
　（65．17％）

１５億５,６０９万円
（１２.２２％）

町税

地方交付税
２４億８,０２１万円
（１９.４９％）

町債（町の借入金）
５億６,６８０万円

（４.４５％）
国庫支出金
５億７,１６９万円

（４.４９％）

交通安全対策特別交付金
４２１万円（０.０３％）

利子割交付金
５８９万円（０.０５％）

ゴルフ場利用税交付金
２,５８９万円（０.２０％）

自動車取得税交付金
５,６２７万円（０.４４％）

地方特例交付金
４,０１０万円（０.３２％）

配当割交付金
５４５万円（０.０４％）

株式等譲渡所得割交付金
４２０万円（０.０３％）

地方消費税交付金
１億７,３６６万円（１.３７％）

２０億円１０億円

２４億８, ０２１万円

２４億９, ４４９万円

２４億４, ７９９万円平成１6年度

平成１7年度

平成１8年度

繰越金
１億７６７万円（０.８５％）

諸収入
１億９,５３８万円（１.５３％）

使用料及び手数料
１億８,２８0万円（１.４４％）

地方交付税の推移
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平成１ ８年度

一 般 会 計使 い み ち
（ 歳 出 ）

歳出決算額
１２６億４,２０５万円

（１００％）

消防費　３億2,254万円（２.５５％）

議会費　１億１,１４５万円（０.８８％）

商工費　３,０２９万円（０.２４％）

農林水産業費　１億３,０８６万円（１.０４％）

教育費
４億８,０９４万円（３.８０％）

労働費
５億９,６５３万円（４.７２％）

８億２,４０４万円（６.５２％）
衛生費

土木費

（７.０３％）
８億８,８９６万円

１８億１,５６２万円
民生費

（１４.３６％）

総務費
６５億３,３３８万円
（５１.６８％）

（借金の返済）
９億６７２万円
（７.１７％）

○ 西川線、中山・中間線路線
　バス運行負担金 １,１９１万円
○商工会補助金 ４３５万円
○産業まつり補助金 ２００万円
○信用金庫預託金 ５００万円

○議員報酬 ５,３２５万円
○政務調査費 ３９８万円
○会議録速記料 ２９４万円
○議場整備工事費 １２９万円

○中山線道路改良工事
１億４,７２０万円

○山田添～半中線道路改良工事
１億２,２４１万円

○引退者特例援助金     
２億７,６００万円

特定地域開発就労事業

○じん芥に関わる経費
３億３,５７８万円

○町立病院繰出金
２億　３６０万円

○衛生センターに関わる経費
１億　４７８万円

○上水道事業繰出金１,６０８万円
○合併浄化槽補助金１,２９９万円
○葬斎場指定管理料 ９４１万円
○葬斎場修繕費 ７６２万円
○ふれあいフェスタ ２１１万円

○ 直鞍広域消防負担金
２億７,９５１万円

○防火水槽（２ヶ所）８６１万円

○ 計画転作互助方式推進事業
　補助金 ２,３７３万円
○ 競争力ある土地利用型農業
　育成事業補助金 ８８６万円
○農業育成費交付金１,１００万円

○ 八尋幸ノ浦住宅地区改良
　事業費 １億９,０９０万円
○町営住宅管理費 ４,７４６万円
○インターアクセス道路負担金

１億６,５００万円
○山田川水利組合負担金

７００万円
総合福祉センター建設
等の借入金など

○介護保険広域連合負担金
２億３,０９９万円

○知的身体障害者支援事業費
９,６４５万円

○老人保健会計繰出金
２億　２７３万円

○児童手当費 １億　　６５万円
○重度心身障害者医療費

６,５８４万円
○社会福祉協議会補助金

５,３０８万円
○敬老祝金 ３７１万円

○土地開発公社用地取得
２２億６,５０９万円

○町長．町議選挙 ６４５万円
○県知事・県議選挙 ３９４万円
○交通安全施設整備費  ４０６万円
○総合計画作成費用 ５０９万円

○ 北中アスベスト除去工事
１,８４４万円

○ 古月小アスベスト除去工事
１,０６１万円

○ 外国青年招致事業費
５３９万円

○ 給食センター研修室設置工事
１３１万円

公債費

○農業用施設の工事　　　６９万円

災害復旧費　７２万円（０.０１％）
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土
地
開
発
公
社
用
地
購
入

の
た
め
「
か
ん
が
い
揚
排
水
施

設
維
持
管
理
運
営
基
金
」
を

取
り
崩
し
た
の
で
、
当
初
予
算

額
に
比
べ
、
64
億
６
３
２
４
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
財
源
は
、
町

税
や
地
方
交
付
税
、
町
債
で
、

そ
の
う
ち
地
方
交
付
税
は
歳

入
全
体
の
約
三
割
を
占
め
、

国
や
県
へ
の
依
存
が
大
き
い

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
予
算
が
流
動
的

に
な
る
の
は
や
む
を
得
な
い

が
、
変
動
を
最
小
限
度
に
と

ど
め
る
努
力
を
今
後
も
期
待

し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と

し
て
八
尋
幸
ノ
浦
住
宅
改
良

事
業
や
小
・
中
学
校
施
設
整

備
事
業
、
土
地
開
発
公
社
用

地
の
購
入
、
特
定
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

財政状況の推移

16年度 17年度 18年度

財政力指数 ０．４４４　 ０．４３９　 ０．４３９　

経常収支比率 ８８．６％ ８９．８％ ９５．８％

○
財
政
力
指
数
…
町
の
財
政

力
の
強
弱
を
示
す
数
値
。一
・

〇
に
近
い
（
一
・
〇
よ
り
大

き
い
）
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が

あ
る
こ
と
を
示
す
。

○
経
常
収
支
比
率
…
財
政
の

弾
力
性
を
示
す
数
値
。
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
深
刻
な
財
政

硬
直
化
が
続
い
て
い
る
と
い

え
る
。

（
85
％
を
越
え
る
と
危
険
ゾ
ー

ン
）

　

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

な
ど
は
、
収
入
役
室
を
会
計

収
納
対
策
課
に
改
め
、
徴
収

努
力
を
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
滞
納
が
累
積
し

て
い
ま
す
。

　

常
習
滞
納
者
が
多
く
、
他

の
納
税
者
と
の
税
負
担
の
公

平
の
原
則
か
ら
し
て
も
、
差

押
さ
え
な
ど
の
適
切
な
滞
納

処
分
の
措
置
を
講
じ
て
、
滞

納
を
減
ら
す
よ
う
さ
ら
な
る

努
力
を
望
み
ま
す
。

税目別滞納額の推移

１６年度 １７年度 １８年度

町 民 税 ６,３７９万円 ５,９９５万円 ６,４７３万円

固定資産税 １億１,７１９万円 １億１,５１２万円 １億１,４２５万円

軽自動車税 ５２５万円 ５２５万円 ５８７万円

合 計 １億８,６２３万円 １億８,０３２万円 １億８,４８５万円

納入金未納額の推移

町営住宅家賃 １,３４１万円 １,１８１万円 １,００７万円

保 育 料 ３４３万円 ４６２万円 ４２０万円

国 保 税 １億４,４１４万円 １億４,８０８万円 １億５,３７５万円

住宅新築資金貸付金 ２,６６４万円 ２,８０６万円 ２,８６９万円

事業が完了した八尋幸ノ浦町営住宅
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18
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら
〜

一
般
会
計

税
金
は
皆
さ
ん
の

生
活
を
さ
さ
え
ま
す

町税滞納額

１億８千万円



老人保健事業の収入額は前年度と比べ、
１億３６４４万円減少していますが、支出
も１億５７６７万円減少しているため、実質
５９８５万円の黒字決算となっています。
今後も、高齢者人口の増加にともなう医

療費の増加が懸念されるので、健康管理な
ど指導面にも一層の努力を期待します。

国民健康保険事業は、９６８２万円の
赤字となっているので、今後も医療費
の抑制に創意工夫されるとともに、未
収の解消に特段の努力をして、保険事
業の安定に努力されることを期待しま
す。

水道事業は、昨年に引き続き２６１０万円
の純利益を上げ、健全な運営が図られてい
ます。
今後も健全経営の向上と、住民の要求す

る「おいしく安全な水」を供給できるよう
さらなる努力を期待します。

同和地区における環境の整備改善を
図る目的で、住宅の新築または改修な
どに対して貸付けていたものです。
貸付回収金の未済額が年々増加して
いるので、回収になお一層の努力を要
望します。

介護老人保健施設事業は、本年度１０３６万円の純
利益を上げています。
福祉情勢は非常に厳しいので、施設の運営を維持

していくため、利用者に対する質の高いサービスの
提供などに努め、経費の節減を図り、地域住民の福
祉の増進になお一層の努力を要望します。

病院事業は、本年度９３９万円の純利益を上げて
います。
少子高齢化社会を迎え、医療情勢は非常に厳しい

状況にあるので、病院運営を維持していくため、質
の高い医療、経費の節減、サービスの提供、職員の
意識の向上に努め、また経営の健全化並びに地域医
療の向上にも一層の努力を要望します。

人
権
擁
護
委
員
に
栗
田

氏
の
再
推
薦
に
同
意

　

栗
田
睦
子
氏
の
任
期
が
、

平
成
20
年
３
月
31
日
で
満
了

す
る
の
で
、
再
度
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
に
薦
野
氏
・
木
月
氏
の
任
命
に

同
意

　

薦
野
君
由
氏
の
任
期
が
、
平
成
19
年
12
月
14
日
で
満
了

す
る
の
で
、
再
度
任
命
す
る
こ
と
、
平
成
19
年
12
月
25
日

付
で
辞
任
さ
れ
る
郡
司
島
定
典
氏
の
後
任
と
し
て
、
木
月

芙
美
代
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
木
月
氏
の
任
期
は
、
郡
司
島
氏
の
残
任
期
間
（
平

成
20
年
10
月
６
日
ま
で
）
と
な
り
ま
す
。

老人保健事業 国民健康保険事業

水道事業 住宅新築資金等

介護老人保健施設事業 病院事業

薦こ

も

の野　

君き
み
よ
し由 

氏（73
歳
）

昭
和
９
年
９
月
８
日
生

住
所　

新
延
１
６
７
９
番
地

　
　
　

４
４
期
目

木き

づ

き月　

芙ふ

み

よ

美
代 

氏
（
61
歳
）

昭
和
21
年
７
月
13
日
生

住
所　

 

小
牧
２
３
３
３
番
地

１
１
６

１
期
目

栗く

り

た田　

睦む

つ

こ子 

氏（67
歳
）

昭
和
15
年
６
月
６
日
生

住
所　

中
山
１
７
８
２
番
地

２
期
目
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人　

事　

案　

件

そ
の
他
の
会
計



　

町
の
組
織
を
多
様
化
す
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題

に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
対
応

で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
、

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て

段
階
的
に
課
室
局
の
統
廃
合

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
最
終
段
階
と
し
て
、

本
年
４
月
か
ら
現
行
の
12

課
か
ら
９
課
に
統
廃
合
し
ま

す
。

平
成
22
年
４
月
ま
で
に

役
場
職
員
数
を

18
人
削
減

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、

普
通
会
計
職
員
１
５
６
人
を

平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に

１
３
８
人
と
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
人
事
配
置
の
合
理
化

を
図
り
な
が
ら
課
室
局
の
統

廃
合
も
段
階
的
に
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
退
職
者
の
補
充
採

用
を
し
な
い
こ
と
で
達
成
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

人
事
院
勧
告

役
場
職
員
の
給

与
引
き
上
げ

《 

若
年
層
の
み 

》

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

昨
年
８
月
の
国
の
人
事

院
勧
告
を
受
け
、
若
年
層

の
給
料
表
の
引
き
上
げ
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
均
給
与
が
０
・
３
５
％
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
勉
手
当
の
支

給
率
を
０
・
０
５
月
引
き
上

げ
ま
す
が
、
地
域
手
当
が

２
年
間
で
段
階
的
に
廃
止

さ
れ
ま
す
。

納
期
６
月
か
ら
翌
年
３
月
に

国
保
税
の
納

期
・
税
額
の
端

数
処
理
を
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

現
行
の
４
月
か
ら
翌
年

１
月
ま
で
の
納
期
を
、
６

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
に

改
め
、
各
納
期
の
税
額
を

均
等
に
す
る
こ
と
で
、
被

保
険
者
が
納
付
し
や
す
い

よ
う
に
、
現
在
の
千
円
未

満
の
端
数
処
理
を
百
円
未

満
に
改
正
し
ま
す
。

全体の職員数と普通会計職員数の推移（４月１日現在）

平成１7年 平成１９年 平成２２年

全体の職員数 ３５５人 ３６０人 ３４５人

普通会計職員数 １５６人 １５３人 １３８人

※ 普通会計職員数には、病院、水道、老人保健施設
などの職員は含んでいません。

グループ制　（行政機構図）
課 室 名 班　　名 人 員 担　　当

総 務 課
庶務管財班 ８

庶務担当
管財担当

人事電算班 ６
人事担当
電算担当

企 画 財 政 課
政策財政班 ６

企画担当
財政担当

地域振興班 ６
地域振興担当
商工振興担当

税 務 住 民 課
税務班 ９ 税務担当
住民班 ６ 住民担当

保 険 健 康 課
保険年金班 ７ 保険年金担当
健康増進班 ７ 健康増進担当

福 祉 人 権 課
福祉高齢者班 11

福祉民生担当
高齢者福祉担当

児童人権福祉班 29
児童福祉担当
人権推進担当

農 政 環 境 課 農政環境班 ７
農政担当
生活環境担当

建 設 課 建設班 11
庶務用地担当
土木担当
建築担当

上 下 水 道 課
下水道班 ４ 下水道担当
上水道班 10 上水道担当

会計収納対策課 会計収納班 ５
会計担当
収納担当

※　人員には課長職は含んでいません。

　グループ制とは、各班ごと仕事の
忙しい時期は、班員が協力して事務
処理を行います。
　これまでより少ない職員で柔軟な
効率のよい事務処理がねらいです。
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本
年
４
月　

グ
ル
ー
プ
制
導
入

課
室
局
を
12
課
か
ら
９
課
に
統
廃
合

（
賛
成
11
・
反
対
１
で
可
決
）

条例の改正



　

そ
の
た
め
、「
核
兵
器
絶

滅
の
提
唱
・
促
進
」
と
「
非

核
三
原
則
の
厳
守
」
を
あ
ら

た
め
て
国
連
総
会
な
ど
で
宣

言
し
、
非
核
日
本
宣
言
と
し

て
各
国
へ
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
た
め
の
共
同
の
努
力
を

よ
び
か
け
ま
す
。

【
提
出
議
員
】

　
　
　
　
　
　

宇
田
川　

亮

【
意
見
書
の
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

福
田
康
夫

外
務
大
臣　

髙
村
正
彦

【
要
旨
】

　

世
界
に
は
膨
大
な
核
兵
器

が
維
持
・
配
備
さ
れ
、
核
兵

器
を
示
唆
す
る
発
言
さ
え
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
わ
が
国
は
、
被
爆
国
と

し
て
核
兵
器
の
絶
滅
の
努
力

を
世
界
に
よ
び
か
け
、
促
進

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

【
要
旨
】

　

申
請
す
る
道
路
は
、
雨
期

に
な
る
と
水
が
砂
利
を
洗
い

流
し
て
通
行
に
支
障
を
き
た

し
、
地
域
で
の
維
持
管
理
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住

民
の
生
活
に
密
着
し
た
重
要

な
道
路
で
す
の
で
、
早
急
に

町
道
に
認
定
さ
れ
、
整
備
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
請
願
し

ま
す
。

【
請
願
者
】

立
林
区
長　

栗
田
泰
男

幸
町
区
長　

添
田
賢
則

【
紹
介
議
員
】

岡
﨑
邦
博

【
要
旨
】

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
、
消

費
者
に
広
く
普
及
し
て
い
る

一
方
で
、
強
引
・
悪
質
な
販

売
方
法
と
結
び
つ
く
と
深
刻

な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
を
利
用
し
た
悪
質
商
法

被
害
・
過
剰
与
信
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
割
賦
販
売
法

の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
意

見
書
を
関
係
機
関
へ
提
出
す

る
こ
と
を
請
願
し
ま
す
。

【
請
願
者
】

　

 

福
岡
県
司
法
書
士
会

会
長　

荻
林
和
則

【
紹
介
議
員
】

香
原　

暹

【
意
見
書
の
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

福
田
康
夫

経
済
産
業
大
臣　

甘
利　

明
ほ
か

【
要
旨
】

　

医
療
費
の
総
枠
を
拡
大
し
、

患
者
負
担
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
実
現
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
採
択
さ
れ
、

国
及
び
政
府
関
係
機
関
へ
提

出
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

【
陳
情
者
】

福
岡
県
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　

小
林
増
藏

【
意
見
書
の
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

福
田
康
夫

厚
生
労
働
大
臣　

舛
添
要
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

継
続
審
査

　

「
八
尋
幸
ノ
浦
た
め

池
災
害
防
止
工
事
に
関

す
る
陳
情
」
に
つ
い
て

は
、
調
査
等
が
必
要
で

あ
る
の
で
継
続
審
査
と

し
ま
し
た
。

昭
和
20
年
８
月
６
日
、
米
国
の
Ｂ
29
が
広
島
市
中
心
部
に
原
子

爆
弾
を
投
下
し
ま
し
た
。

請
願
の
あ
っ
た
中
山
立
林
と

幸
町
を
結
ぶ
道
路
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意 

見 

書

　

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
１
件
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
関
係
機
関
あ
て
送
付
し
ま
し
た
。

【
非
核
日
本
宣
言
】

を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

　

請
願
２
件
、
陳
情
１
件
を
全
員
賛
成
で
採
択
し
、

町
長
、
関
係
機
関
あ
て
送
付
し
ま
し
た
。

早
急
に
町
道
の
認

定
と
整
備
を

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害

悪
質
商
法
を
防
止
す
る

抜
本
的
改
正
を



問　

課
室
局
の
統
廃
合
を
行

い
、
本
年
４
月
か
ら
新
組
織

機
構
と
し
て
班
構
成
さ
れ
る

が
、
そ
の
構
成
と
職
員
の
配

置
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　

班
構
成
と
職
員
の
配
置

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

町
有
財
産
の
う
ち
土
地

だ
け
を
建
設
課
に
移
管
し
て

い
る
が
、
そ
の
意
図
は
。

答　

公
共
工
事
に
伴
う
用
地

買
収
や
地
権
者
と
の
境
界
確

定
に
は
、
登
記
な
ど
専
門
事

務
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
建

設
課
に
移
管
し
て
、
迅
速
、

的
確
に
対
応
し
ま
す
。

問　

土
地
以
外
の
町
有
財
産

の
管
理
と
入
札
契
約
を
総
務

課
が
所
管
す
る
が
、
同
じ
部

署
で
問
題
は
な
い
の
か
。

答　

総
務
課
は
、
庁
舎
、
公

共
施
設
、
公
用
車
等
の
財
産

管
理
で
す
の
で
、
同
課
が
入

札
業
務
を
所
管
し
て
い
て
も

問
題
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　

今
回
の
改
正
は
、
仕

事
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
お

り
、一
部
の
課
に
業
務
が
偏
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

企
画
財
政
課
な
ど
大
変

な
事
務
量
に
な
っ
て
き
ま
す

が
、
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

ま
ね
く
こ
と
な
く
、
職
員
が

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
な
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

問　

統
廃
合
が
進
み
、
仕
事

の
分
担
が
変
わ
る
と
役
場
に

来
ら
れ
た
住
民
の
方
が
戸
惑

わ
れ
る
と
思
う
が
、
総
合
案

内
的
な
も
の
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
回
の
機
構
改
革
で
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま

ね
か
な
い
こ
と
を
一
番
に
考

え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
来
ら
れ
た
住
民
の

方
に
対
し
て
は
、
専
従
の
案

内
人
を
置
か
ず
に
職
員
個
々

が
応
接
し
、
掲
示
も
す
る
こ

と
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

改
正
に
よ
る
異
動
後
、

職
員
も
仕
事
に
な
れ
ず
ピ
リ

ピ
リ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
当
分
の
間
案
内
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
け
て
、
今
度
退

職
す
る
女
性
の
方
に
お
願
い

し
て
は
ど
う
か
。

答　

総
合
窓
口
を
設
け
て
、

精
通
し
た
職
員
を
配
置
す
れ

ば
一
番
良
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革

で
職
員
数
の
削
減
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
の
で
、
配
置
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

イ
ン
タ
ー
や
遠
賀
川
渡

架
橋
な
ど
の
業
務
を
行
う
た

め
、
町
づ
く
り
対
策
課
を
設

置
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で

な
く
な
っ
て
い
る
。
も
う
役

目
は
果
た
し
た
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
町
づ
く
り

対
策
課
が
行
っ
て
き
た
イ
ン

タ
ー
、
遠
賀
川
渡
架
橋
な
ど

の
業
務
は
あ
る
程
度
方
向
性

が
出
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

企
業
立
地
、
企
業
誘
致
な
ど

の
業
務
を
加
え
て
、
企
画
財

政
課
の
地
域
振
興
班
に
移
管

し
、
財
政
部
門
と
連
携
し
な

が
ら
業
務
を
遂
行
し
て
い
き

ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
の
職
員
数

を
18
人
か
ら
13
人
に
す
る
と

し
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答　

現
在
、
学
校
の
事
務
職

員
は
す
べ
て
臨
時
職
員
で
対

応
し
て
い
る
た
め
で
す
。

問　

こ
こ
数
年
職
員
採
用
が

あ
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
欠

員
が
生
じ
た
場
合
に
は
補
充

す
る
の
か
。
行
政
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
に
は
年
齢
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

答　

平
成
16
年
に
８
人
採
用

し
て
以
来
、
４
年
間
採
用
試

験
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
当
町
は
、
定
員
適

正
化
計
画
を
設
け
て
平
成
22

総 務 課
庶務管財班　 ８人

福祉人権課
福祉高齢者班 11人

人事電算班　 ６人 児童人権班　 29人

企画財政課
政策財政班　 ６人 農政環境課 農政環境班　 ７人
地域振興班　 ６人 建 設 課 建設班　　　 11人

税務住民課
税務班　　　 ９人

上下水道課
下水道班　　 ４人

住民班　　　 ６人 上水道班　　 10人

保険健康課
保険年金班　 ７人 会計収納対策課 会計収納班　 ５人
健康増進班　 ７人

中間市役所に設置されている
総合案内

平成２０年１月３１日発行  鞍手町議会だより  No.７４ 10平成２０年１月３１日発行　鞍手町議会だより　No.７４11

平
成
22
年
４
月
ま
で

に
職
員
定
数
を
削
減

質疑・答弁から

グ
ル
ー
プ
制
導
入

効
果
的
に
対
応
で
き
る
組
織
に

住
民
の
ニ
ー
ズ

行
政
課
題



年
ま
で
に
普
通
会
計
職
員
を

１
３
８
人
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
は
達

成
す
る
め
ど
が
立
ち
ま
し
た

の
で
、
平
成
22
年
に
採
用
試

験
を
行
い
、
23
年
に
は
数
人

採
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
白
期
間
の
職
員

の
年
齢
構
成
の
ゆ
が
み
に
つ

い
て
は
、
採
用
時
に
受
験
資

格
を
拡
大
す
る
こ
と
も
検
討

し
ま
す
。

役場職員の年齢構成
（平成19年４月１日現在）

20代 30代 40代 50代

職員数（人） 17 52 35 46

割　合（％） 11.3 34.7 23.3 30.7

問　

今
回
の
給
与
改
定
に

よ
っ
て
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

現
在
支
給
し
て
い
る

地
域
手
当
を
廃
止
す
れ
ば
、

90
・
６
で
、
県
内
66
市
町
村

の
う
ち
下
か
ら
４
番
目
と
な

り
ま
す
。

問　

地
域
手
当
を
年
次
計
画

で
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
が
、

内
容
は
。

答　

当
町
は
他
の
町
村
と
比

べ
給
与
が
か
な
り
低
い
の
で

平
成
18
年
度
か
ら
調
整
手
当

に
変
わ
る
地
域
手
当
を
支
給

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
県
か
ら
当
町
は

地
域
手
当
の
支
給
地
域
で
は

な
い
、
支
給
す
る
の
で
あ
れ

ば
退
職
手
当
債
は
貸
さ
な
い

と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
職
員
組
合
と
協
議

を
し
た
結
果
、
２
年
間
で
段

階
的
に
廃
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

問　

本
年
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
開
始
さ
れ

る
が
、
当
町
で
は
ど
れ
く
ら

い
の
保
険
料
と
な
る
の
か
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、

県
単
位
で
行
わ
れ
、
福
岡
県

の
医
療
費
が
全
国
で
一
番
高

い
の
で
、
保
険
料
も
そ
れ
に

伴
い
一
番
高
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

問　

農
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

本
年
、
１
女
性
農
業
者

か
ら
こ
の
事
業
活
用
の
申
出

が
あ
り
、県
の
審
査
も
受
け
、

採
用
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
ハ
ウ
ス
に

よ
る
イ
チ
ジ
ク
栽
培
で
す
。

問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
委

託
料
が
追
加
に
な
っ
た
理
由

は
。

答　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

利
用
者
は
４
月
１
日
現
在
で

42
人
で
し
た
が
、
10
月
末
現

在
は
48
人
と
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
６
人
分

38
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

問　

町
民
体
育
祭
の
報
償
費

が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
も
続
け
て
い
く
の
か
。

答　

町
民
体
育
祭
実
行
委
員

会
で
協
議
の
結
果
、
廃
止
す

れ
ば
地
域
の
連
携
が
薄
れ
る

と
の
理
由
か
ら
継
続
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問　

補
助
金
が
５
７
８
万
１

千
円
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、

水
道
事
業
は
経
営
に
余
裕
が

あ
る
の
で
必
要
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答　

水
道
事
業
は
企
業
債
を
借

り
て
お
り
、そ
の
利
息
を
一
般

会
計
で
補
填
し
、水
道
料
金
の

値
上
げ
を
お
さ
え
て
い
ま
す
。

問　

地
域
医
療
の
充
実
の
た

め
に
は
町
立
病
院
は
必
要
で

あ
る
が
、
病
院
経
営
は
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
の
病
院
運
営

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

現
在
２
人
の
整
形
外
科

医
が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
年
４
月
に
は
確
保
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
地
域
医
療
、
自
治

体
病
院
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

難
し
い
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問　

保
育
所
の
民
営
化
を
検

討
し
た
よ
う
に
、
病
院
事
業

に
つ
い
て
も
指
定
管
理
者
制

度
な
ど
を
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

病
院
内
部
で
も
院
長
を

は
じ
め
、
職
員
が
経
営
体
質

改
善
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し

て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
制

度
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
そ
こ
ま
で
の
段
階
に
い

た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

昨年開催された町民体育祭

平成２０年１月３１日発行  鞍手町議会だより  No.７４ 10平成２０年１月３１日発行　鞍手町議会だより　No.７４11

人
事
院
勧
告
を
完
全

実
施

一
般
会
計
予
算
を
補
正

水
道
事
業
会
計
を
補
正

病
院
事
業
会
計
予
算
を

補
正



質
問　

現
在
の
自
治
組
織
の

組
織
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

町
長　

平
成
15
年
か
ら
19
年

に
か
け
て
の
推
移
は
次
の
と

お
り
で
す
。
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

町
長　

働
き
か
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
相
互
扶
助
の
精

神
が
原
点
で
す
。
理
解
あ
る

人
は
ぜ
ひ
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

ほ
ど
必
要
と
な
る
の
で
、
現
在

の
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
取

り
組
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　

道
路
は
狭
く
、
ほ
と

ん
ど
の
道
が
行
き
止
ま
り
と

な
っ
て
お
り
、
迂
回
も
で
き

ま
せ
ん
。
緊
急
自
動
車
が
入

る
に
も
む
ず
か
し
い
状
態
で

す
。
改
善
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

建
設
課
長　

生
活
道
路
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
地

域
か
ら
要
望
が
出
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
計
画
を
立
て
、
整

備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

組
織
率
が
低
下
す
る

と
地
域
の
絆
が
薄
れ
、
活
発
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
も
難
し
く

な
り
ま
す
。
平
成
16
年
と
18

年
に
も
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
か
。

町
長　

転
入
者
に
対
し
、区
・

隣
組
へ
の
加
入
を
勧
め
、
未

加
入
者
に
対
し
て
は
、区
長
・

隣
組
長
か
ら
加
入
す
る
話
を

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
区
長
会
と

連
携
し
、
自
治
会
活
動
の
必

要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
加
入
促
進
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

質
問　

組
織
率
が
低
下
す
る

要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
区
費

や
組
合
費
が
高
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
会
費
や
募
金

の
減
額
を
町
と
し
て
働
き
か

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

自治組織の組織率の推移
（５月末現在）

１５年 １７年 １９年

組織率
（％） ８４．４ ８２．４ ７９．８

質
問　

老
朽
化
し
て
い
る
中

山
西
区
の
旧
炭
坑
住
宅
の
改

良
事
業
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長　

改
良
事
業
を
行
う
に

は
、
す
べ
て
の
地
権
者
な
ど
の

同
意
と
、
事
業
費
が
50
億
円

香原　　暹 議員

住宅・道路の改善が望まれている中山西区
（通りぬけができない道路）

平成２０年１月３１日発行  鞍手町議会だより  No.７４ 12平成２０年１月３１日発行　鞍手町議会だより　No.７４13

自
治
組
織
の
組
織
率
向
上
の
た
め
の

方
策
は

町
長―

加
入
促
進
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
配
布

中
山
西
区
の
住
宅
・
道
路

事
情
の
改
善
を

計
画
的
な
整
備
が
必
要

と
考
え
ま
す

知りたいこと
望むこと

５人の議員が一般質問



質
問　

子
ど
も
の
病
院
代
を

小
・
中
学
校
ま
で
無
料
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
質
問
に
対

し
、
町
長
は
め
ど
が
立
て
ば

１
歳
ず
つ
で
も
対
象
年
齢
を

引
き
上
げ
る
と
言
っ
た
が
、

今
で
も
そ
の
気
持
ち
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

町
長　

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

宮
若
市
に
続
き
、
直

方
市
で
も
小
学
校
入
学
ま
で

無
料
と
す
る
方
向
性
が
出
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
や
す
い
鞍
手
町
」、

「
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
鞍

手
町
」
と
言
わ
れ
る
た
め
に

も
、
近
隣
の
市
町
に
比
べ
て

低
い
水
準
に
な
る
こ
と
だ
け

は
避
け
て
ほ
し
い
が
。

町
長　

当
町
の
町
づ
く
り

に
お
い
て
も
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
行
財
政
改
革
を
優

先
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
進
ち
ょ
く
状
況
が
不
明

確
で
、
財
政
の
め
ど
が
た
ち

ま
せ
ん
の
で
し
ば
ら
く
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

最
近
増
え
続
け
て
い

る
多
重
債
務
者
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

本
町
で
も
産
業
課
を

窓
口
と
し
て
関
係
市
町
村
、
筑

豊
地
区
多
重
債
務
者
問
題
解

決
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

と
連
携
し
て
救
済
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
町
独
自
で
の
設
置
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

相
談
窓
口
を
紹
介
す

る
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
配
布

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

相
談
窓
口
が
で
き
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

同
じ
一
部
事
務
組
合

で
あ
る
宮
若
市
で
は
10
円
値

下
げ
の
答
申
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
答
申
に
あ
わ
せ
て
当

町
で
も
値
下
げ
を
行
う
の
か
。

町
長　

確
か
に
ゴ
ミ
袋
は
県

内
で
も
高
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
一
部
事
務
組
合

の
関
係
市
町
は
統
一
料
金
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
下
げ
る
話

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ

な
ど
生
活
費
に
係
る
負
担
が

増
え
て
い
る
の
で
、
宮
若
市

の
答
申
と
あ
わ
せ
て
当
町
も

10
円
値
下
げ
を
積
極
的
に
申

し
入
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

当
町
で
は
「
宮
若
市

の
答
申
と
あ
わ
せ
て
10
円
の

値
下
げ
を
」
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
を
一
部
事
務
組

合
で
報
告
し
ま
す
。

宇田川　亮 議員

平成２０年１月３１日発行  鞍手町議会だより  No.７４ 12平成２０年１月３１日発行　鞍手町議会だより　No.７４13

子どもの病院代無料の対象
年齢を１歳ずつでも拡大を

町長― 財政状況を見極めな
がら

多
重
債
務
者
の
相

談
窓
口
の
設
置
を

産
業
課
に
窓
口
を

設
置

ゴ
ミ
袋
料
金
の
値

下
げ
は

関
係
市
町
統
一
料

金
で

福岡県全国 特集福岡県の老人医療費

〈20年４月実施〉

　保険料は、均等割額と所得割額の合計金
額で、県単位に広域連合が決めます。
　均等割額は、老人医療費の額で決まりま
す。
　福岡県の１人当りの老人医療費は平成
17年度で101万円、全国で１番高いので、
保険料も高くなります。

 75歳以上の高齢者を対象とした後期高齢者
医療制度が本年４月１日から始まります。

（参考）
　　全国の平均は、約82万円
　　全国最低は、長野県の約67万円
　　当町は103万円で福岡県下11番目

鞍手町

平成15年度 平成16年度 平成17年度

60万円

70万円

80万円

90万円

100万円

75

82
78

96

101

92

100
103

97



血
眼
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
の
中
、
今
回
の

機
構
改
革
で
は
、
こ
れ
ま
で

産
業
課
が
所
管
し
て
い
た

商
工
業
を
企
画
財
政
課
に

移
管
し
、
さ
ら
に
企
業
立
地

整
備
に
関
す
る
分
掌
事
務

に
つ
い
て
は
、
課
の
事
務
か

ら
係
の
事
務
と
し
て
い
る
。

こ
の
機
構
改
革
の
内
容
は

町
長
の
所
信
表
明
と
整
合

性
が
と
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

町
長　

課
室
の
統
廃
合
で
所

管
を
変
え
て
も
、
企
業
誘
致

を
後
退
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ト
ヨ
タ
関
連
、
大
手
住
宅

メ
ー
カ
ー
な
ど
を
回
り
、
前

向
き
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

質
問　

ト
ヨ
タ
関
連
の
裾
野

は
広
い
の
で
、
企
業
進
出
の

可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
分
掌
事
務
を
課

か
ら
係
に
下
げ
、
後
退
し
た

よ
う
な
姿
勢
の
中
で
税
収
の

増
加
が
望
め
ま
す
か
。

町
長　

企
業
誘
致
を
後
退
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。
日
夜
努
力
し

て
い
ま
す
が
結
果
が
で
な
い

た
め
、
経
過
説
明
も
で
き
ま

せ
ん
。

　

分
掌
事
務
を
課
か
ら
係

に
し
ま
す
が
、
決
し
て
ダ
ウ

ン
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

質
問　

行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
が
前
町
長
に
答
申
し

た
内
容
と
大
き
く
内
容
が
変

わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
委
員

会
を
開
い
て
説
明
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す

か
。

町
長　

委
員
会
を
開
催
し
て

説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

質
問　

今
回
の
全
国
一
斉
学

力
テ
ス
ト
が
、
本
当
に
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
な
る
の
か

疑
問
で
す
。

　

テ
ス
ト
の
現
状
と
結
果
を

ど
の
よ
う
に
通
知
し
た
の
で

す
か
。

教
育
長　

テ
ス
ト
の
結
果
は

全
国
平
均
、
県
平
均
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
以
上
の
公
表
は
本
町
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

生
徒
個
人
に
対
し
て
は
、

成
績
の
結
果
を
通
知
し
ま
し

た
。

質
問　

全
国
の
あ
る
学
校
で

は
、
前
年
度
出
題
さ
れ
た
問

題
を
繰
り
返
し
教
え
た
り
、

先
生
が
間
違
っ
て
い
る
問
題

を
指
を
さ
し
て
教
え
る
、
ま

た
知
的
困
難
を
抱
え
る
生
徒

の
答
案
を
排
除
し
、
で
き
る

子
の
み
の
答
案
を
提
出
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
力
テ
ス
ト

が
本
当
に
必
要
な
の
で
す
か
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
が
全

国
の
小
・
中
学
生
の
学
力
を

調
査
し
た
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
新
聞
や
多

く
の
評
論
家
か
ら
も
批
判
が

出
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
度

の
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱

（
宮
若
市
）

改
革
に
は
限
界
が
あ
る
の

で
、
さ
ら
に
攻
め
の
行
政

で
税
収
を
増
や
す
た
め
の
企

業
誘
致
や
産
業
誘
致
に
取
り

組
ま
な
い
と
福
祉
の
向
上
も

あ
り
え
な
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
組
織
改
革
の
中
で
そ

れ
が
ど
の
辺
に
伺
え
る
の
で

す
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
町
づ
く
り

対
策
課
が
行
っ
て
い
た
業
務

を
企
画
財
政
課
に
統
合
し
、

態
勢
を
強
化
し
て
専
門
的
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

町
長
は
財
政
の
悪

化
に
対
処
す
る
た
め
、
住
環

境
を
阻
害
し
な
い
企
業
の
誘

致
、
地
場
産
業
の
育
成
、
雇

用
の
安
定
と
拡
大
な
ど
を
め

ざ
し
て
攻
め
の
姿
勢
で
行
く

と
所
信
表
明
の
中
で
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
他
の
自
治
体
が
、

企
業
誘
致
や
企
業
立
地
に

質
問　

行
財
政
改
革
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
課
室
局

の
再
編
に
よ
り
、
今
回
12
課

を
９
課
に
す
る
議
案
を
提
出

し
て
い
る
が
、
こ
の
改
革
の

意
図
を
聞
き
た
い
。

町
長　

課
室
の
統
廃
合
の
取

り
組
み
で
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
、
職
員
の
削
減
を

あ
わ
せ
て
段
階
的
に
進
め
て

き
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
人
材

の
適
材
適
所
に
よ
り
事
務
の

効
率
化
を
は
か
り
、
グ
ル
ー

プ
制
の
導
入
に
よ
り
柔
軟
な

組
織
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

町
長
は
常
々
行
財
政

古
月
小
学
校
６
年
生
の
授
業

風
景

松本　典子 議員

岡﨑　邦博 議員
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全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
子
ど
も
と
学
校

の
序
列
化
を
ま
ね
く
の
で
中
止
を

教
育
長―

 

子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
見
た
だ
け
で
、

重
大
視
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る

行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と

課
室
再
編
の
整
合
性
は

町
長―

 
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
、
柔
軟
な

組
織
を
実
現
し
て
い
き
ま
す



質
問　

行
政
懇
談
会
で
出
さ

れ
た
町
民
の
声
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
活

か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

町
長　

町
民
の
皆
さ
ん
の
質

問
は
、
財
政
問
題
な
ど
多
岐

に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
、
行
政
、
議
会
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
行
財
政

改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

懇
談
会
は
町
の
説
明

が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
質
問
な

ど
を
聞
く
時
間
が
少
な
か
っ

た
。
こ
れ
を
改
め
、
今
後
も
続

け
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
や
り
方

が
一
番
効
果
が
あ
る
か
検
討

し
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

行
財
政
改
革
で
課

を
減
ら
し
、
職
員
を
削
減
し

て
適
材
適
所
と
言
っ
て
い
る

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
大
丈

夫
な
の
か
。
そ
の
た
め
の
職

員
教
育
は
。

町
長　

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
職

員
の
広
域
か
つ
専
門
的
な
知

識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
る
の

で
、
職
員
人
材
基
本
方
針
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
は
、
管
理
職
の
民
間

企
業
の
視
察
、
一
般
職
員
に

は
各
種
研
修
会
な
ど
に
派
遣

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

質
問　

年
功
序
列
で
な
く
、

女
性
の
管
理
職
を
配
置
し
て

ほ
し
い
が
。

副
町
長　

本
年
度
か
ら
管
理

職
昇
格
試
験
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
女
性
の
係
長
に
も
受

験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

町
長
は
所
信
表
明
で

農
業
経
営
の
安
定
策
と
し
て
、

農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め

有
利
に
展
開
し
て
い
き
た
い

と
言
っ
た
が
、
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
農
業
の
指
導
体
制

と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

町
長　

稲
作
は
、
基
本
構
想

に
基
づ
く
経
営
改
善
計
画
の

指
導
を
積
極
的
に
行
い
、
こ
の

認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
て

団
地
化
を
進
め
、
麦
・
大
豆

の
作
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
互
助
方

式
を
活
用
し
て
所
得
の
補
助

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

果
樹
は
現
在
巨
峰
が
中
心

で
す
が
、
さ
ら
に
所
得
の
向

上
を
め
ざ
し
、
経
営
の
安
定

化
を
は
か
る
た
め
、
関
係
機

関
と
一
体
と
な
っ
て
種
な
し

の
大
粒
の
ピ
オ
ー
ネ
と
い
う

優
良
品
種
へ
の
改
植
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
園
芸
作
物
は
、
高
収

益
型
の
園
芸
産
地
の
育
成
を

が
多
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の

維
持
管
理
が
行
き
届
か
な
く

な
っ
た
地
域
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

た
め
池
な
ど
手
入
れ
や
管

理
が
悪
く
崩
壊
で
も
す
れ
ば

大
き
な
災
害
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
く
の
で
す

か
。

町
長　

各
地
域
の
農
業
従
事

者
も
高
齢
化
が
進
ん
で
農
業

施
設
の
維
持
管
理
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
農
業
施
設
の
管
理

が
不
十
分
だ
と
甚
大
な
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
事
業
費
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
こ
う
い
う
状
況
に

な
ら
な
い
よ
う
に
地
元
と
十

分
協
力
し
て
万
全
を
期
し
、

対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

農
業
施
設
の
た
め
池
、

導
水
路
、
農
業
用
水
、
農
道

な
ど
の
維
持
管
理
は
こ
れ
ま

で
地
元
の
営
農
組
合
や
水
利

権
者
が
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

ま
た
農
作
業
の
委
託
農
家

め
ざ
し
て
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ

ト
、
春
菊
な
ど
の
栽
培
を
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ

ユ
リ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽

培
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
を
活
用
し
た
新
し
い
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

久保田正之 議員
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や
り
方
を
検
討
し
、
継

続
し
ま
す

町
政
懇
談
会
の
継
続
を

管
理
職
昇
格
試
験
を
実

施
し
ま
す

福
祉
関
係
の
課
に
女
性

の
管
理
職
を

農業経営に対する指導と成果は

町長― 所得の向上をめざし、
経営の安定化をはかる

地
元
と
協
議
を
し
て
万

全
を
期
し
ま
す

農
業
施
設
の
今
後
の
維

持
管
理
は



議
会
に
望
む
こ
と

新
成
人
に
聞
く

記事の訂正とお詫び
　９月定例会号の「議会を傍聴してちょっと一言」
で、盆小原　泉さんを盆小　泉さんと記載しました。
お詫びして訂正いたします。

発
行
責
任
者

議
会
議
長　

仲
野　
　

守

編
集
ス
タ
ッ
フ

委
員
長　
　

香
原　
　

暹

副
委
員
長　

松
本　

典
子

委　

員　
　

原　
　

哲
也

委　

員　
　

久
保
田
正
之

委　

員　
　

栗
田　

幸
則

委　

員　
　

毛
利　
　

喬 記

後

集

編▼
新
春
、
皆
様
に
は
希

望
に
満
ち
た
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
議
会
で
は
、
保
育
所

の
民
営
化
な
ど
わ
た
し

た
ち
の
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
傍
聴
に
き
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
町
民
の
皆
さ
ん
に
議

会
の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
、
正
確
に
お
伝
え

す
る
よ
う
編
集
委
員
全

員
で
協
力
し
て
頑
張
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も

議
会
だ
よ
り
の
ご
愛
読

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 　
（
原　
　

哲
也
）

議会からのお知らせ
次の議会は３月定例会です。

わからないことは、議会事務局へお尋ね下さい。
（４２）２１１１　内線 ３３１

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

鞍
手
町
議
会
議
長　
　
　

仲
野　

守　

　

新
年
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方
に
は
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り
豊
か

で
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
さ

ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
ま
た
議
会
の
使
命

で
あ
る
行
政
の
監
視
を
町
民
の
立
場
に
立
っ

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た

　

こ
れ
ま
で
町
議
会
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
も
な
い
し
、

関
心
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、成
人
式
を
迎
え
、

も
う
す
ぐ
選
挙
権
も
有
す
る
歳
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

議
会
が
何
を
す
る
の

か
は
ぼ
ん
や
り
と
は
わ

か
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
、
私

た
ち
町
民
の
た
め
に
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
女
性
）

大
人
の
仲
間
入
り

　

私
は
現
在
県
外
の
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は

成
人
式
に
出
席
す
る
た
め
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
家
の
近
く
に
も
議
員
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方

は
い
つ
も
地
域
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
動
い
て
い
ま
し
た
。

大
変
な
仕
事
だ
な
、と
感
じ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

鞍
手
に
い
た
と
き
は
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
内
容
な
ど
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
取
材
を
受
け
、
私
も
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

の
だ
と
い
う
実
感
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。（
男
性
）

　

名
前
・
写
真
は
出
さ
な
い
と
い
う
条
件
で
取
材
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　古月小学校の３年生が「えだまめ」を栽培し、10月に
ＪＡ（サングリーン）で販売しました。その売上金で図
書を購入しました。
　また、秋にはその大豆を利用して、きな粉、みそづく
りまで挑戦しました。子ども達は一生懸命に取り組み、
いい経験になったと思っています。３月には豆腐も作り、
できあがったみそでみそ汁を作る予定です。

３年生担任　　田 中 雅 子

表紙の紹介
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